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地域を越えた文化の交流

　第 48 回　天山祭り　開祭！

　７月13日（土）、第48回天山祭りは、雨天のため「いわなの

郷体験交流館」で開祭となりましたが、村内外から約200名の

方が訪れました。郷土芸能披露では、第１区行政区長をはじめ

関係者皆様のご協力を得て、高田島神楽舞が披露されました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　関連ページ　２ページ



2
広報かわうち 平成 25 年８月

KAWAUCHI

第48回 天山祭り 開祭

草野心平生誕110年　没後25年記念新収蔵展開催

▲石井芳信新実行委員長のあいさつ

▲たくさんの方が来場しました

▲詩を朗読する粟津則雄館長

　

第
48
回
を
迎
え
た
天
山
祭
り
が
、
７
月

13
日
（
土
）
い
わ
な
の
郷
体
験
交
流
館
で

開
祭
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
に
は
、
草
野
心
平
先
生
の
御
遺
族

の
方
を
は
じ
め
、ゆ
か
り
の
方
や
、村
復
興

を
支
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
な
ど
、
村
内

外
か
ら
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、
主
催
者
の
石
井
芳
信
新
実

行
委
員
長
が
故
心
平
先
生
を
か
え
る
に
た

と
え
、「
今
朝
玄
関
を
出
た
ら
一
匹
の
か

え
る
が
い
た
。
こ
れ
か
ら
も
頼
む
ぞ
と
心

平
先
生
が
あ
い
さ
つ
に
来
て
い
る
よ
う
で

し
た
。」
と
あ
い
さ
つ
し
、
参
加
者
を
和

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遠
藤
村
長
、
晒
名
か
わ
う
ち
草

野
心
平
記
念
館
長
の
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
な

ど
が
あ
り
、
川
内
村
長
か
ら
多
年
に
わ
た

り
天
山
祭
り
実
行
委
員
長
と
し
て
伝
統
あ

る
祭
り
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
感

謝
を
込
め
て
秋
元
卓
三
前
実
行
委
員
長
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
第
１
区
行
政
区
長
を
は
じ
め

関
係
者
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
震
災

後
は
じ
め
て
の
郷
土
芸
能
、
高
田
島
神
楽

舞
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は
神
楽
舞
の
迫

力
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
代
表
者
が
心
平
先
生
の
遺
影

に
献
花
し
ま
し
た
。

高田島の神楽舞



3
広報かわうち 平成 25 年８月

KAWAUCHI

▲前実行委員長秋元卓三さんへ

　感謝状贈呈

▲婦人会と参加者による川内甚句

　

詩
の
朗
読
で
は
、
心
平
先
生
の
朗
読
し

た
録
音
「
宮
澤
賢
治
の
詩
二
編
、
高
村
光

太
郎
の
詩
二
編
、
草
野
心
平
先
生
の
詩
二

編
が
流
さ
れ
、
引
き
続
き
、
粟
津
則
雄
い

わ
き
市
立
草
野
心
平
記
念
文
学
館
長
、
歴

程
同
人
松
尾
真
由
美
さ
ん
が
朗
読
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
は
新
藤
凉
子
さ
ん
に
よ

る
ス
ピ
ー
チ
も
行
わ
れ
、
心
平
先
生
の
思

い
出
話
な
ど
で
偲
び
ま
し
た
。

　

代
表
に
よ
る
鏡
開
き
も
行
わ
れ
、
堀
本

総
務
委
員
長
の
献
杯
の
あ
と
、
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
川
内
出
身
で
代
表
を
務

め
る
井
出
さ
ん
率
い
る
バ
ン
ド
「
ヒ
マ
ナ

ス
タ
ー
ズ
」
が
名
曲
を
披
露
し
、
最
後
に

は
、
村
長
、
教
育
長
を
は
じ
め
み
ん
な
で

合
唱
し
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
恒
例
の
川
内
甚
句
で
は
、
婦
人
会

の
方
々
を
中
心
に
参
加
者
が
大
き
な
輪
に

な
り
、
楽
し
く
踊
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
ひ
ら
き
で
は
、
井
出
川
内
村
観
光
協

会
会
長
の
万
歳
三
唱
で
し
め
来
年
の
再
開

を
近
い
祭
り
を
終
え
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
婦
人
会
の
協
力
を
得
て
、
山

菜
料
理
な
ど
の
郷
土
料
理
で
お
も
て
な
し

好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
各
位
の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。　

　

ま
た
、
今
年
は
、
草
野
心
平
生
誕

　

第
66
回
目
夏
季
野
球
大
会
は
今
月
13

日
・
14
日
に
開
催
し
ま
す
。（
15
日
予

備
日
）

　

今
大
会
は
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
７

月
17
日
に
行
わ
れ
た
組
合
せ
抽
選
会
の

結
果
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

　

村
民
皆
様
の
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
14
日
の
午
後
1
時
か
ら
は
、
Ｎ

Ｐ
Ｂ
（
社
団
法
人
日
本
野
球
機
構
）
に

よ
る
川
内
村
復
興
支
援
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
プ
ロ
野
球
選
手
の
Ｏ
Ｂ
が
川
内
村

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
結
し
、
村
民
と

の
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
が
計
画
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

第
66
回
夏
季
野
球
大
会　
　
　

プ
ロ
野
球
選
手
Ｏ
Ｂ
集
結

１
１
０
年
、
没
後
25
年
と
い
う
こ
と
で
か

わ
う
ち
草
野
心
平
記
念
館
で
記
念
新
収
蔵

展
も
7
月
12
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
11
月
24

日
ま
で
開
催
中
で
す
。
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　東日本大震災の発生から２年と５か月が過ぎ、帰

村をしても生活に支障がある方や、避難先での生活

にご労苦されている方に対しまして、心よりお見舞

いを申し上げます。

　さてこの度、「国・県の第二次義援金追加その２」

を下記のとおり追加配分することになりましたので

ご案内を致します。

　なお、皆様のお手間を省きたいことから、前回申

請のあった方の口座に振り込みをすることとします。

　また、振り込み通知については致しませんのでお

手数ですが金融機関で記帳をしてお確かめください。

◆「国・県の第二次義援金追加その２配分について」

１　配分対象者

　①平成 23 年３月 11 日現在、川内村住民基本台帳

および外国人登録名簿に登録されていた方。

　②川内村住民基本台帳登録のない方で３月 11 日

現在居住していて第１、２次配分金の該当に

なった世帯は 1世帯としての配分です。

　③出生者については、平成 24 年１月 31 日までに

出生された方のみとなります。

　※別市町村から国・県義援金を受けた方は対象外

となりますのでご留意下さい。二重給付が判明

した場合は義援金を返還して頂きます。

２　義援金配分額 

　　住民登録のある方においては 1 人 81,000 円（国

71,000 円、県 10,000 円）

　　住民登録のない方は 1 世帯 81,000 円（国

71,000 円、県 10,000 円）

３　請求可能な人

　　原則として平成23年３月11日時点の世帯主（世

帯主が死亡した場合は代表者「死亡義援金申請者

等」）

４　振込み口座

　　原則として平成 23 年３月 11 日時点での世帯主

の口座となります。 （世帯主が死亡した場合は代

表者等）

５　振込開始時期

　　随時審査しながら、８月９日以降より随時振込

む予定です。口座情報等に不備があった場合振込

み時期が遅れますのでご留意ください。

　　なお、振込み時期について村から連絡は致しま

せんのでお手数ですが金融機関で記帳をしてお確

かめください。

６　その他注意事項

　①他町村より義援金を受ける旨の申出あった方に

は、今回の国県配分はありません。

　②請求者の死亡、離縁、人数の変更（①の理由に

より）、振込先の変更等がある方については、

当方で口座情報を持ち合わせていないため、申

出があった期日以降に振込調整をいたしますの

で、川内村役場復興対策課　０２４０－３８－

２１１２までご連絡お願いします。

　③口座解約による振込不能の場合や②の場合等

は、連絡後に書類を送付させていただき、その

後に随時振込となりますことをご理解くださ

い。

　④今回は川内村独自の川内村義援金配分はありま

せん。

■問合せ　復興対策課復興係　０２４０-３８-２１１２

■問合せ　復興対策課除染係　　０２４０-３８-３８０４

　村では、住民の皆さまの避難生活が長期化する

中、宿泊の要望もあることから、国との協議・確

認を踏まえた上で、お盆期間（８月 10 日（土）

～８月 18 日（日）の最大８泊９日）における避

難指示解除準備区域及び居住制限区域での宿泊を

特例的に運用することとしました。

　特例宿泊を希望される方は、役場から別途郵送

の資料をご覧いただき、

（１）　事前の届出

（２）　注意事項に留意した適切な宿泊の実施

（３）　事後の届出

を行ってください。

東日本大震災にかかる国・県義援金の追加配分について

旧警戒区域における特例宿泊（お盆期間）に関するお知らせ
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　第 23 回参議院議員通常選挙が７月 21 日

（日）に行われました。本村における投票状

況は有権者数 2,455 人中、投票者数は 1,575

人で投票率は 64.15％となりました。多くの

方が避難されているにもかかわらず、ご投票

いただきましてありがとうございました。な

お、確定得票数は次のとおりです。

◆はじめに

　本システムは、高速ネットワークを利用したカメラ映

像・センサ情報の収集により、「ふるさとのいま」をリア

ルタイムに避難住民に届け、「いつでも故郷が見える」安

心感を提供することにより、ふるさと（双葉地方）と避

難住民の“きずな”を再生及び維持し、双葉地方の復興

及び地域コミュニティの再生を推進することを目的に整

備されました。

◆カメラ・センサ設置概要

　双葉郡８町村内に設置したネットワークカメラ及び気

象センサの情報をリアルタイムで提供いたします。

　・ネットワークカメラ設置台数：134 箇所

　・気象センサ設置：16 箇所

　　（風向・風圧、気温、気圧、湿度、降水量）

◆カメラ映像・気象情報の閲覧方法

以下のいづれかの方法で閲覧可能です。

①各町村役場・支所等の大型モニタによる閲覧

　大型モニタ設置場所

・広野町：広野町役場、広野町公民館

・楢葉町：楢葉町役場、楢葉町役場いわき仮事務所

・富岡町：富岡町役場郡山事務所１Ｆ、２Ｆ

・川内村：川内村役場、村民施設 あさかの杜ゆふね

・双葉町：双葉町役場いわき支所、双葉町役場福島支所

・大熊町：大熊町役場会津若松出張所、大熊町役場いわき

１．福島県選出議員選挙　　　　　　　（届出順）

候補者名 得票数

酒 井 秀 光 １２

か ね こ 恵 美 ４０３

え ん ど う 陽 子 ４５

杉 内 一 成 ７

森 　 ま さ こ ９７８

い わ ぶ ち　 友 ６１

小　　計 １，５０６

無 効 投 票 数 ６９

投 票 総 数 １，５７５

２．比例代表選出議員選挙　　　　　　（届出順）

政党等名
得票数

計
政党等 名簿登載者

み ん な の 党 50 　　         6 　　                   56     

民 主 党 285 　　       62.050   347.050

新 党 大 地 3 　　         2　 　         5    

社 会 民 主 党 22 　　         1　 　       23    

生 活 の 党 14 　　         3 　 　        17    

み ど り の 風 13.909     36        49.909

自 由 民 主 党      508                   130.539   638.539

日 本 共 産 党 60 　　          2        62    

公 明 党 69 　　       113     182    

緑の党ｸﾞﾘｰﾝｽﾞｼﾞｬﾊﾟﾝ 2 　　  　　4.5       6.5

日 本 維 新 の 会 51    　      　　5       56    

幸 福 実 現 党 3    　    　　1         4    

いずれの候補者に属さないもの  　　1       1  

按 分 切 捨 票       0.002       0.002

小 計 1,080.909 367.091 1,448   

無 効 投 票 ― ―    127   

投 票 総 数 ― ― 1,575

第23回参議院議員通常選挙結果

双葉Ｗｅｂカメラシステムが稼働しました

Ｗｅｂ画面イメージ

連絡事務所

・浪江町：浪江町二本松事務所、浪江町いわき出張所

・葛尾村：葛尾村役場、葛尾村役場三春出張所（仮庁舎）
②インターネットによる閲覧

http://www.futabagun.jp/futaba_camera/

　ご自宅のＰＣやタブレットから閲覧できます。（※ 1）

※１ ・Microsoft Internet Explorer 7,8,9 ・Android 標準ブラウザ　　　
　　　・iOS 標準ブラウザ　　　　
＊一部のブラウザでは、動画の再生には FlashPlayer が必要です。　　　　
＊その他ブラウザにおいても表示は可能ですが、表示の崩れや、動画が再生
  できない場合があります。
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お知らせ◆

８
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
の
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で
賠
償
金

請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か

ら
郵
送
さ
れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」

な
ど
の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
１
階
会
議
室
）

◆
日　

時　

８
月
８
日
（
木
）、
22
日
（
木
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

②
郡
山
市　

稲
川
原
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

８
月
８
日
（
木
）、
28
日(

水)

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

③
郡
山
市　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

８
月
６
日
（
火
）、
21
日
（
水
）

　
　

午
前
９
時
～
午
前
11
時

④
郡
山
市　

南
１
丁
目
仮
設
住
宅
集
会
所

◆
日　

時　

８
月
５
日
（
月
）、19
日
（
月
）、

　

25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

⑤
い
わ
き
市　

四
倉
鬼
越
仮
設
住
宅
談
話
室

◆
日　

時　

８
月
３
日
（
土
）、
25
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
問
合
せ　

東
京
電
力
㈱
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　


０
１
２
０-

９
２
６-

４
０
４

　

午
前
９
時
～
午
後
９
時

除
染
後
の
線
量
調
査
と
ガ
ン
マ

カ
メ
ラ
の
撮
影
に
つ
い
て

　

住
宅
除
染
が
完
了
し
て
か
ら
数
カ
月
が
経

過
し
て
お
り
ま
す
が
、
村
で
は
除
染
後
の
放

射
線
量
の
推
移
や
除
染
後
の
線
量
が
高
い
世

帯
を
対
象
に
ガ
ン
マ
カ
メ
ラ
に
よ
る
ホ
ッ
ト

ス
ポ
ッ
ト
の
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
調

査
は
、
線
量
の
高
い
行
政
区
か
ら
実
施
し
、

全
て
の
世
帯
を
調
査
す
る
予
定
で
す
。
調
査

世
帯
に
は
、
前
も
っ
て
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
、調
査
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、

行
政
区
毎
に
報
告
会
を
予
定
し
ま
す
の
で
ご

参
加
を
併
せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
除
染
係

　


０
２
４
０-

３
８-
３
８
０
４

農
地
周
辺
森
林
除
染
に
伴
う
測
量

及
び
線
量
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
住
宅
除
染
や
農
地
除
染
等
に
引

き
続
き
、
田
畑
周
辺
山
林
除
染
と
墓
地
等
の

除
染
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。
農
地
周
辺
の

山
林
や
墓
地
に
お
い
て
、
測
量
や
線
量
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間　

平
成
25
年
８
月
５
日
～
10
月
11

　
　
　
　
　

日
ま
で

場　
　

所　

村
内
農
地
周
辺
の
山
林
部
（
農

地
か
ら
20
ｍ
程
度
）
及
び
墓
地

調
査
会
社　

八
千
代
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

そ

の

他　

調
査
員
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

復
興
対
策
課
除
染
係

　


０
２
４
０-

３
８-

３
８
０
４

旧
警
戒
区
域
内
に
お
け
る
「
し
尿
・
浄
化
槽
」

汚
泥
の
収
集
の
案
内
（
環
境
省
）

○
旧
警
戒
区
域
の
家
屋
の
く
み
取
り
便
槽
の

「
し
尿
や
浄
化
槽
」
の
汚
泥
を
収
集
し
ま
す
。

【
対
象
と
な
る
家
屋
】

　

川
内
村
の
旧
警
戒
区
域
内
に
あ
る
家
屋

【
実
施
方
法
】

　

昨
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
旧
警
戒
区
域

の
家
屋
の
く
み
取
り
便
槽
の
「
し
尿
や
浄
化

槽
」
を
対
象
に
収
集
す
る
も
の
で
す
。

計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、
予
め
環
境
省
の

委
託
業
者
（
左
記
）
か
ら
ご
連
絡
を
差
し
上

げ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
実
施
に
つ
い
て
の
ご
照
会
な
ど
が

あ
る
場
合
は
、左
記
あ
て
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
照
会
先
】　

公
揚
環
境
事
業
有
限
会
社

　


０
２
４
６-

３
２-

２
４
３
０

【
照
会
等
の
受
付
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
４
時

（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

【
回
収
期
間
】

　

回
収
は
平
成
26
年
3
月
ま
で
行
い
ま
す
。

降
雪
に
よ
り
収
集
作
業
が
で
き
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
降
雪
前
に
実

施
の
予
定
で
す
。

【
留
意
点
】

　

環
境
省
に
よ
る
、
し
尿
・
浄
化
槽
汚
泥
の

収
集
は
、
1
回
限
り
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ

　

環
境
省　

浜
通
り
南
支
所

　


０
２
４
０-

２
５-

８
９
９
３

　

川
内
村
役
場　

住
民
課

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
３

平
成
25
年
度
の
固
定
資
産
の

課
税
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
及
び
原
子
力
災
害
に
よ

る
、
住
民
生
活
の
安
定
と
維
持
の
た
め
の
支

援
と
し
て
昨
年
に
引
き
続
き
平
成
25
年
度
の

固
定
資
産
税
の
免
除
、
減
免
に
よ
り
課
税
と

な
り
ま
す
。

１　

旧
警
戒
区
域
…
土
地
及
び
家
屋
に
つ
い

て
は
全
額
減
免
と
し
ま
す
。

２　

旧
緊
急
時
避
難
準
備
区
域
…
土
地
及
び

家
屋
に
つ
い
て
は
本
年
度
納
付
額
の
10
分

の
５
を
減
免
し
課
税
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
償
却
資
産
に
つ
い
て
は
通
常
課
税

と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課
税
務
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
４
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◆お知らせ

「
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院

基
本
設
計
」
が
完
了

　

公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
に
お
い
て
進

め
て
お
り
ま
す
新
病
院
建
設
事
業
に
係
る
基

本
設
計
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
基
本
設
計
を
も
と
に
実
施
設
計
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
の
11
月
頃
か
ら
建
設
工

事
に
着
手
し
、
平
成
26
年
12
月
の
完
成
、
平

成
27
年
１
月
の
開
院
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
病
院
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
、
詳
細

は
公
立
小
野
町
地
方
綜
合
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
新
病
院
の
概
要
】

◆
診
療
科
目
数　

10
科

◆
病
床
数　

１
１
９
床

◆
建
設
予
定
地　

小
野
町
大
字
小
野
新
町
字

　

槻
木
内
６
番
地
２
（
Ｊ
Ｔ
跡
地
に
新
築
）

◆
敷
地
面
積　

７
８
９
７
．
１
７
㎡

◆
延
床
面
積　

８
５
３
３
．
４
５
㎡

◆
構
造　

鉄
骨
造(

耐
震
構
造
Ⅱ
類)

◆
階
数　

地
上
４
階
＋
塔
屋
階

平
成
25
年
度
個
人
事
業
税
の
課
税

の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
平
成
25
年
度
個
人
事
業
税
の
納

税
通
知
書
を
８
月
９
日
（
金
）
に
発
付
し
ま

す
の
で
、
納
期
限
で
あ
る
９
月
２
日
（
月
）

ま
で
に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。（
課
税
額

が
１
万
円
以
上
の
場
合
は
、
９
月
と
11
月
の

２
回
に
分
け
て
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

な
お
、
所
得
税
の
確
定
申
告
時
期
等
に
よ
っ

て
は
、
納
税
通
知
書
の
発
付
時
期
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

東
京
電
力
株
式
会
社
か
ら
支
払
を
受
け
る

賠
償
金
の
う
ち
、
避
難
指
示
等
に
よ
り
業
務

に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
又
は

出
荷
制
限
指
示
に
よ
る
棚
卸
資
産
等
の
損
失

し
た
こ
と
な
ど
に
対
し
て
支
払
を
受
け
た
賠

償
金
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
法
の
取
扱
い
の

例
に
よ
り
、
個
人
事
業
税
の
課
税
対
象
と
な

る
事
業
所
得
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

相
双
地
方
振
興
局
県
税
部

　


０
２
４
４-

２
６-

１
１
２
６　
　
　

　

農
業
集
落
排
水
施
設
は

み
ん
な
の
施
設
で
す

　

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
は
、
し
尿
及
び

生
活
雑
排
水
を
処
理
し
キ
レ
イ
な
水
に
し
て

放
流
す
る
施
設
で
す
。
次
の
も
の
は
絶
対
に

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ら
を
流
し
た

こ
と
に
よ
っ
て
排
水
管
が
詰
ま
っ
て
し
ま
う

事
故
が
発
生
し
、
多
額
の
費
用
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

※
排
水
管
を
詰
ま
ら
せ
た
場
合
、
宅
内
の
排

水
設
備
の
修
繕
費
用
に
つ
い
て
は
個
人
の
負

担
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、本
管
で
あ
っ
て
も
、

個
人
の
過
失
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、
復
旧
に

要
し
た
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
生
ご
み
を
流
さ
な
い

　

生
ご
み
を
流
す
と
詰
ま
り
の
原
因
と
な
り

ま
す
。必
ず
、ご
み
か
ご
、
流
し
口
の
目
皿
を

用
意
し
て
流
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
油
を
流
さ
な
い

　

油
は
紙
に
吸
収
さ
せ
、
ご
み
と
し
て
捨
て

ま
す
。
そ
の
ま
ま
流
す
と
石
鹸
や
水
と
化
合

し
て
固
ま
り
、詰
ま
り
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
ト
イ
レ
に
も
の
を
流
さ
な
い

　

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の
も
の
を
絶

対
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
紙
、
紙
ナ
プ
キ

ン
、
タ
バ
コ
な
ど
も
、
水
に
は
溶
け
ま
せ
ん
。

●
リ
ン
を
含
む
洗
剤
を
流
さ
な
い

　

リ
ン
を
含
む
洗
剤
は
水
中
の
バ
ク
テ
リ
ア

に
と
っ
て
有
害
な
も
の
で
す
。
汚
水
の
浄
化

は
、
そ
の
バ
ク
テ
リ
ア
の
力
を
借
り
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
無
リ
ン
洗
剤
や
ク
レ
ン
ザ
ー

の
使
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
危
険
物
は
流
さ
な
い

　

工
業
用
ア
ル
コ
ー
ル
や
ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー

な
ど
の
危
険
物
を
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課
農
林
土
木
係

　


０
２
４
０-

３
８-

２
１
１
７

今
月
の
納
税

　

村
県
民
税
：
：
：
２
期

　

固
定
資
産
税
：
：
１
期

第
３
区
行
政
区
「
区
民
号
」

実
施
の
お
知
ら
せ

　

震
災
に
よ
り
、
区
民
の
方
が
県
内
外
に
避

難
さ
れ
実
施
で
き
な
か
っ
た
「
区
民
号
」
を

３
年
ぶ
り
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
も
集
落
協
定
視
察
研
修
と
併
せ
て

実
施
い
た
し
ま
す
。
秋
の
収
穫
が
忙
し
く
な

る
前
の
時
期
で
す
の
で
、
隣
近
所
、
友
人
等

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

参
加
さ
れ
る
方
は
、８
月
20
日
ま
で
、区
長

ま
た
は
役
員
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
期　
　

日　

　

平
成
25
年
９
月
21
日(

土)

～
22
日(

日)

○
場　
　

所　

山
形
県
方
面
（
銀
山
温
泉
）

○
視
察
内
容　

観
光
ぶ
ど
う
園

○
参 
加 

費　

１
５
、０
０
０
円

○
交
通
手
段　

観
光
バ
ス
使
用

　

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
申
込
さ
れ
た
方
に

後
日
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

第
３
区
行
政
区
長　

佐
藤
義
秋

　


０
２
４
０-

３
８-
２
３
８
６
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お知らせ◆

か
え
る
か
わ
う
ち
空
と
大
地

の
夏
祭
り　

開
催

　

福
島
県
内
の
大
学
な
ど
が
連
携
し
て
、
川

内
村
の
み
な
さ
ん
と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
す

た
め
に
科
学
教
室
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た
ハ

ガ
キ
や
シ
ー
ル
・
缶
バ
ッ
チ
作
り
、
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
搭
乗
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
ま
た
前
日
は
帰
村
支
援
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
期
日　

８
月
11
日
（
日
）
10
時
～
15
時

■
場
所　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
体
育
館

■
主
催　

ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ふ
く
し
ま
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
支
え
あ
う
21
世
紀

の
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
く
し
ま
飛
行
協
会
、

ア
ー
ト
ブ
レ
イ
ン

.

Ｌ
Ｌ
Ｃ
、
川
内
村

■
問
合
せ　

ア
カ
デ
ミ
ア
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
ふ
く
し
ま
事
務
局
（
福
島
大
学
地
域
連
携

課
内
）

　


０
２
４-

５
４
８-

５
２
９
５

災
害
復
興
住
宅
融
資
の
お
知
ら
せ

　

住
宅
金
融
支
援
機
構
で
は
、
東
日
本
大
震

災
に
よ
り
被
災
し
た
住
宅
を
再
建･

補
修
す

る
た
め
の
災
害
復
興
住
宅
融
資
を
取
り
扱
っ

て
い
ま
す
。

　

住
宅
の
建
設･

購
入
の
場
合
は
、
当
初
５

年
間
の
金
利
を
０
％
に
、
補
修
の
場
合
は
当

初
５
年
間
の
金
利
を
１
％
に
引
き
下
げ
し
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
が
高
齢
の
場
合
で

も
お
申
込
み
が
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
支
援
機
構
（
災
害

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）、
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

住
宅
金
融
支
援
機
構


０
１
２
０-

０
８
６-

３
５
３
（
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

福
島
県
立
双
葉
高
等
学
校　

創
立
90
周
年
記
念
式
典
の
お
知
ら
せ

　

大
正
12
年
に
県
立
双
葉
中
学
校
と
し
て
開

校
し
ま
し
た
本
校
は
、今
年
90
周
年
を
迎
え
、

10
月
に
記
念
式
典
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

本
校
同
窓
生
の
方
で
出
席
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、次
の
連
絡
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

参
加
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時　

平
成
25
年
10
月
12
日(

土)

■
受
付　

午
前
８
時
30
分
～

■
記
念
式
典　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

■
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
50
分
～
12
時
20
分

■
会
場　

い
わ
き
明
星
大
学
児
玉
記
念
講
堂

■
問
合
せ　

福
島
県
立
双
葉
高
等
学
校

　


０
２
４
６-

２
９-

２
７
０
１

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

職
員
採
用
候
補
者
試
験

　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
で
は
、
職

員
の
採
用
候
補
者
試
験
（
高
卒
程
度
）
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

試
験
職
種　

「
消
防
」　

          

採
用
予
定
人
員　

14
名
程
度

受
験
資
格　

　

昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
８
年
４
月

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の
で
自
動
車
運
転

免
許
（
普
通
自
動
車
以
上
「
Ａ
Ｔ
限
定
免
許

を
除
く
。」）
取
得
予
定
者
の
も
の
。

試
験
の
方
法

第
一
次
試
験　

教
養
試
験
、
適
正
検
査

第
二
次
試
験　

第
一
次
試
験
合
格
者
に
対
し

体
力
測
定
、
小
論
文
、
個
別
面
接

試
験
の
期
日
及
び
場
所

第
一
次
試
験　

平
成
25
年
９
月
８
日
（
日
）

　

広
野
町
「
サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
内
」

第
二
次
試
験　

第
一
次
試
験
合
格
通
知
の
際

に
お
知
ら
せ

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

（
１
）
申
込
用
紙
の
請
求

　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
事
務
局
、

消
防
本
部
、
川
内
出
張
所
で
申
込
用
紙
を
交

付
し
ま
す
。
郵
便
に
よ
り
申
込
用
紙
を
請
求

す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に｢

職
員
採
用
試

験
申
込
用
紙
請
求｣

と
朱
書
し
、
１
２
０
円

切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

（
角
型
２
号
）
を
必
ず
同
封
の
う
え
請
求
し

て
く
だ
さ
い
。

（
２
）
受
付
期
間

○
平
成
25
年
７
月
16
日
（
火
）
か
ら
同
８
月

15
日
（
木
）
ま
で
。

〇
受
付
時
間
は
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

○
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合
は
、
８

月
13
日
（
火
）
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
受
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

　
　
　
　
　

事
務
局
総
務
課

〒
９
７
９-

０
４
０
２

広
野
町
大
字
下
北
迫
字
二
ツ
沼
44-

15

広
野
町
サ
ッ
カ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
内

　


０
２
４
０-

２
７-

４
６
６
５

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

建
退
共
福
島
支
部

　


０
２
４-

５
２
３-

１
６
１
８
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KAWAUCHI

◆お知らせ

募集種目 資    格
受付期間 

（締切日必着）
試験期日

航空学生 高卒（見込含）21歳未満の者 ８月１日～ 9月6日 １次　９月21日（土）

一般曹候補生 18歳以上27歳未満の者 ８月１日～ 9月6日 １次　９月16日（月）午前

自衛官候補生

男子 18歳以上27歳未満の者 ８月１日～９月６日

【筆記試験等】 

９月16日（月）午後 

【口述試験及び身体検査】 

９月19・20・25・26・28・29日の 

うちの指定する１日

女子 18歳以上27歳未満の者 ８月１日～９月６日

【筆記試験等、

　口述試験及び身体検査】 

9月24日（火）

防衛大学校 

学生

推薦

　高卒（見込含）21歳未満の、成

績優秀かつ生徒会活動等に顕著な実

績を納め、学校長が推薦できる者

９月５日～９月９日 9月28日（土）及び29日（日）

総合 

選抜
高卒（見込含）21歳未満の者 ９月５日～９月９日 １次　9月28日（土）

一般 

（前期）
高卒（見込含）21歳未満の者 ９月５日～９月30日

１次　11月9日（土） 

　　　　　　及び10日（日）

防衛医科大学校 

医学科学生
高卒（見込含）21歳未満の者 ９月５日～９月30日

１次　11月2日（土） 

　　　　　　及び３日（日）

防衛医科大学校 

看護学科学生（自衛官

コース）

高卒（見込含）21歳未満の者 ９月５日～９月30日 １次　10月19日（土）

高等工科学校 

生徒

推薦

　男子で中卒(見込含)17歳未満の、

成績優秀かつ生徒会活動等に顕著な

実績を納め、学校長が推薦できる者

11月１日～

12月６日

１次　26年１月11 ～ 13日 

※いずれか1日を指定されます。

一般 男子で中卒（見込含）17歳未満の者
11月1日～ 

26年1月10日
１次　26年１月18日（土）

自衛隊福島地方協力本部

郡山地域事務所
〒963-8833　郡山市香久池二丁目17-13

℡ ０２４-９３２-１４２４
福島地本キャラクタ－

『モモろう君』

平 成25年 度自衛官

等募集案 内平成25年度自衛官等募集案内

沢
村
営
住
宅
入
居
者
を
募
集

し
ま
す

　

沢
村
営
住
宅
へ
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

期
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
住
宅
◆

・
沢
住
宅　

木
造
２
階
建
て　

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

　
　
　
　
　

１
戸　

（
ペ
ッ
ト
不
可
）

・
家
賃
（
入
居
所
得
に
応
じ
て
算
出
さ
れ
ま

　
　
　
　

す
。）

・
敷
金
（
家
賃
の
３
ヶ
月
分
）

※
平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
家
賃
の
み
免
除

と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限

平
成
25
年
８
月
12
日
（
月
）
午
後
５
時
ま
で

※
申
込
用
紙
は
役
場
、
農
村
振
興
課
に
あ
り

ま
す
。
申
込
時
に
は
、
所
得
の
制
限
等
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
各
証
明
書
を
取
得

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
入
居
予
定
者
は
、
申
込
用
紙
に
全
員
分
の

住
民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税
証
明
書
の

添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
に
は
、
入
居
者
選

考
委
員
会
に
よ
る
選
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

■
問
合
せ　

農
村
振
興
課
農
林
土
木
係

　


０
２
４
０
‐
３
８
‐
２
１
１
７
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KAWAUCHI

◆お知らせ

　

橋
本　

キ
ヨ
子　
　
　

古
町

　

秋
元　

正
好　
　
　
　

林

　

石
川　

ふ
み　
　
　
　

細
越

　

秋
元　

悦
子　
　
　
　

原

　

坂
本　

長
治　
　
　
　

町
分

　

草
野　

幸
作　
　
　
　

中
里

　

猪
狩　

季
雄　
　
　
　

古
町

■
四
区

　

秋
元　

ク
ニ
ミ　
　
　

木
ノ
葉
橋

　

石
澤　

正
時　
　
　
　

綱
木

　

降
矢　

七
蔵　
　
　
　

舘
屋

　

田
中　

秀
男　
　
　
　

綱
木

　

猪
狩　

タ
ツ
ノ　
　
　

瀬
耳
上

　

猪
狩　

久
義　
　
　
　

子
安
川

■
五
区

　

河
原　

敬
二　
　
　
　

坂
シ
内

　

猪
狩　

英
明　
　
　
　

宮
ノ
下

　

猪
狩　

洋
一　
　
　
　

宮
渡

　

佐
藤　

サ
ク
ヨ　
　
　

宮
ノ
下

　

藤
宮　

キ
ヨ
ミ　
　
　

町
尻

故　
　

人　
　
　
　

 

住
所（
本
籍
）

■
一
区

　

遠
藤　

サ
ク
ヨ　
　
　

下
原

　

遠
藤　

正
吉　
　
　
　

戸
毛
ノ
森

　

遠
藤　

盛
幸　
　
　
　

前
谷
地

　

大
山　

ヒ
テ
子　
　
　

十
八
窪

　

遠
藤　

一
治　
　
　
　

下
原

　

遠
藤　

五
男　
　
　
　

前
谷
地

　

鈴
木　

ト
メ　
　
　
　

前
谷
地

　

遠
藤　

ト
ク　
　
　
　

前
谷
地

■
二
区

　

松
本　

晶
子　
　
　
　

清
水
洞

　

秋
元　

正
春　
　
　
　

清
水
洞

　

秋
元　

和
之　
　
　
　

太
田

　

遠
藤　

美
代
子　
　
　

久
保

　

遠
藤　

テ
ツ　
　
　
　

久
保

　

渡
邉　

ア
キ
ヨ　
　
　

中
島

■
三
区

　

秋
元　

利
一　
　
　
　

早
渡

　

猪
狩　

幸
三　
　
　
　

宮
渡

　

吉
田　

四
郎　
　
　
　

坂
シ
内

　

渡
邉　

充
夫　
　
　
　

坂
シ
内

■
六
区

　

西
山　

タ
エ　
　
　
　
　

沼
田

　

遠
藤　

茂
子　
　
　
　
　

手
古
岡

　

西
山　

郁
子　
　
　
　
　

沼
田

　

中
西　

喜
兵
エ　
　
　
　

手
古
岡

■
七
区

　

佐
久
間　

光
一　
　
　

平
沢

　

志
賀　

喜
代
治　
　
　

小
田
代

　

志
賀　

ヨ
シ
子　
　
　

平
沢

■
八
区

　

鈴
木　

レ
ン　
　
　
　

栃
沢

お
こ
と
わ
り

　

新
精
霊
と
し
て
ご
紹
介
す
る
方
は
、
昨

年
七
月
二
十
九
日
か
ら
今
年
の
七
月
十
二

日
ま
で
に
本
村
に
死
亡
届
が
出
さ
れ
た
方

お
よ
び
住
所
を
有
し
て
い
た
方
で
、
各
ご

家
庭
で
行
う
新
盆
供
養
と
は
合
致
し
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
掲
載
を
希
望
し
な
い
旨
申
し
出

が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
は
、
掲
載
を
ひ
か

え
て
お
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

新
精
霊

お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
こ
の
一
年
間

物
故
と
な
ら
れ
た
霊
に
哀
悼
の
意
を
表
し

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
あ
ら
し
ょ
う
り
ょ
う
）

▲寄贈いただいた絵画「花の寺」

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

・
自
立
の
家
つ
ど
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

野
菊
の
会
よ
り
２
万
円

・
千
葉
県
の
武
田
康
彦
さ
ん
よ
り
５
万
円

・
日
進
親
和
会
よ
り
５
万
円

・
民
間
放
送
東
京
支
社
長
会
よ
り
20
万
円

・
千
葉
県
の
藤
田
祐
二
さ
ん
よ
り
３
万
円

・
コ
ー
プ
ふ
く
し
ま
よ
り
30
万
円

・
県
内
の
安
部
初
江
さ
ん
よ
り
２
百
万
円

・
公
益
法
人
福
島
原
発
行
動
隊
よ
り
３
万
円

・
茨
城
県
の
井
出
英
雄
さ
ん
よ
り
２
万
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
の
な
ど
の
事
業
に
活

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
こ
の
掲
載
は
、
平
成
25
年
４
月
以
降
に
ご

寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
公
開
に
つ
い
て
の
確

認
が
で
き
た
方
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

・
猪
狩
富
重
さ
ん
か
ら
絵
画
寄
贈

　

（
親
族
の
井
出
剛
弘
さ
ん
が
代
理
届
出
）　
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西牧サツキさんの１００歳を祝福

秋元卓三さんに総務大臣感謝状

人権の花運動で育てた花を下川内仮設住宅へ贈呈

　

下
川
内
字
坂
シ
内
80　

西
牧
サ
ツ
キ
さ
ん
は
７

月
１
日
に
百
歳
を
迎
え
、
賀
寿
の
贈
呈
式
を
自
宅

に
て
行
い
ま
し
た
。

　

県
か
ら
の
賀
寿
と
記
念
品
を
相
双
保
健
福
祉
事

務
所
長　

金
木　

明
氏
か
ら
贈
呈
さ
れ
、
川
内
村

長
か
ら
も
賀
寿
と
祝
い
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
や
第
５
行
政
区
長

か
ら
も
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
人
か
ら
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

明
る
く
元
気
な
感
謝
の
返
事
を
頂
き
ま
し
た
。

　

長
寿
の
秘
訣
は
な
ん
で
す
か
と
尋
ね
る
と
、「
食

べ
物
は
好
き
嫌
い
な
く
な
ん
で
も
食
べ
ま
す
。」　

「
庭
な
ど
の
草
む
し
り
な
ど
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
何
で
も
し
て
き
ま
し
た
。」
と
元
気
に
答
え

て
く
れ
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
贈
呈
式
で
し
た
。

　

川
内
村
の
行
政
相
談
員
を
22
年
余
り

務
め
ら
れ
た
秋
元
卓
三
さ
ん
に
、
総
務

大
臣
か
ら
の
感
謝
状
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

秋
元
さ
ん
は
平
成
３
年
４
月
か
ら
平

成
25
年
６
月
ま
で
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
相
談
相
手
と

し
て
、行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
、

行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
に
関
す
る
問

合
せ
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
、
そ
の

相
談
解
決
の
た
め
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
頂
き
ま
し
た
。

　

永
い
間
、
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

人
権
の
花
運
動
は
、
子
ど
も
達

が
お
互
い
に
協
力
し
、
花
を
育
て

る
こ
と
を
通
し
て
命
の
大
切
さ
や

相
手
へ
の
思
い
や
り
の
気
持
ち
と

い
う
基
本
的
人
権
の
精
神
を
身
に

付
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
川
内
小
学
校
全
校
児
童

で
取
り
組
み
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で
花

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

去
る
７
月
11
日
に
人
権
の
花
運

動
の
一
環
と
し
て
育
て
た
花
を
、

村
内
の
仮
設
住
宅
へ
６
年
生
の
生

徒
５
名
訪
問
し
贈
呈
し
ま
し
た
。
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磐梯熱海　村民交流会

クリーンアップ作戦
ご協力ありがとうございました

川内村放課後子ども教室に
トライアル自転車寄贈

　

７
月
７
日
（
日
）
に
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
村
民
み
な

さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
、
ゴ
ミ
の
収
集
・

生
活
道
路
の
草
刈
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

村
内
が
大
変
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
々
収
集
さ
れ
る
ゴ
ミ
も
減
少
し
て
お

り
、
日
頃
か
ら
の
ゴ
ミ
に
対
す
る
意
識
と

各
種
団
体
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
い
る
成
果
と
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
川
内
村
の
美
し
い
川
・
道
が
自

慢
で
き
る
よ
う
日
頃
か
ら
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
意
識
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

ト
ラ
イ
ア
ル
メ
ッ
ツ
ク
ラ
ブ
で
は
滝
沢

一
雄
会
長
を
中
心
に
川
内
村
の
子
ど
も
達

に
ト
ラ
イ
ア
ル
自
転
車
を
贈
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
５
月
24
日
、
川

内
村
放
課
後
子
ど
も
教
室
を
訪
問
し
、
全

国
か
ら
集
め
た
ト
ラ
イ
ア
ル
自
転
車
６
台

を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

メ
ッ
ツ
ク
ラ
ブ
員
の
方
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち

も
興
奮
、
す
ぐ
に
ク
ラ
ブ
員
の
指
導
を
受

け
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
ま
し
た
。

　

皆
様
の
ご
厚
意
感
謝
し
ま
す
。

　

日
本
赤
十
字
社
の
支
援
に
よ
り
、
郡
山
市
磐
梯
熱
海

「
ホ
テ
ル
華
の
湯
」
に
て
、
村
民
交
流
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
村
内
や
県
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る
方
々
65
名

の
参
加
が
あ
り
、
温
泉
や
食
事
を
楽
し
み
、
久
し
ぶ
り

に
会
っ
た
方
々
と
の
会
話
が
弾
ん
で
い
ま
し
た
。

　

午
後
に
は
、
介
護
予
防
と
は
？
「
す
こ
や
か
な
長
寿

を
め
ざ
し
て
」
と
題
し
、
長
崎
大
学
学
科
長　

松
坂
誠

應
先
生
に
よ
る
講
演
と
准
教
授　

井
口
茂
先
生
に
よ
る

体
操
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ゆ
っ
く
り
一
日
を
過
ご
し

ま
し
た
。


